
　
綾
の
照
葉
樹
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
綾

プ
ロ
）
の
発
足
10
周
年
を
祝
う
イ
ベ

ン
ト
「
森
へ
行
こ
う
」
は
、
５
月
17

日
に
照
葉
大
吊
橋
周
辺
で
開
催
し
ま

し
た
。
町
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
約
70

人
の
参
加
者
は
、
原
生
的
な
森
を
見

る
こ
と
の
で
き
る「
大
森
岳
林
道
コ
ー

ス
」
と
、
照
葉
樹
林
を
展
望
で
き
る

「
県
有
林
コ
ー
ス
」
の
２
コ
ー
ス
に
分

か
れ
、
ガ
イ
ド
の
解
説
を
聞
き
な
が

ら
散
策
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
照
葉
大
吊
橋
料
金
所
の

近
く
に
あ
る
「
て
る
は
森
の
驛え
き

」
に

入
る
と
、
お
い
し
そ
う
な
匂
い
が
。

手
づ
く
り
の
イ
ノ
シ
シ
汁
な
ど
が
振

る
舞
わ
れ
、
参
加
者
は
舌
鼓
を
打
っ

て
い
ま
し
た
。

　
前
田
町
長
と
河
野
県
知
事
か
ら
10

周
年
を
祝
う
あ
い
さ
つ
や
、
町
内
の

語
り
部
の
会
に
よ
る
綾
の
昔
話
も
あ

り
、
参
加
者
は
新
緑
が
ま
ぶ
し
い
綾

町
で
の
休
日
を
満
喫
し
て
い
る
様
子

で
し
た
。

　
綾
プ
ロ
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
は

今
後
も
続
き
、
７
月
25
日（
土
）に
は

木
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
木
育
キ
ャ
ラ

バ
ン
を
、９
月
上
旬
に
は
記
念
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
決
ま

り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
多
く
の

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
６
月
か
ら
綾
町
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
と
し
て
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

　
綾
町
は
食
べ
物
も
水
も
お
い
し
く
、

何
よ
り
手
つ
か
ず
の
自
然
に
囲
ま
れ

て
生
活
で
き
る
の
が
魅
力
で
す
ね
。

家
族
５
人
で
町
内
に
移
り
住
む
予
定

で
す
。

　
ま
ず
は
地
域
の
こ
と
を
よ
く
知
る

た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
か

ら
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
将

来
は
、
綾
町
の
情
報
を
発
信
す
る
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
携
わ
る

と
い
う
目
標
を
持
っ
て
、
綾
町
の
た

め
に
汗
を
流
す
つ
も
り
で
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
域
外
の
人
材
を
、
地
域
社
会
の
新
た
な

担
い
手
と
し
て
受
け
入
れ
、
そ
の
定
住
定

着
を
図
る
こ
と
で
地
域
力
の
維
持
・
強
化

を
図
る
た
め
の
総
務
省
の
制
度

綾ユネスコ エコパーク推進室
☎ 77-3482
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コラム　
田
植
え
の
季
節
、
水
田
の
畦

に
白
い
泡
の
塊
を
見
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
は
、
森

に
近
い
田
ん
ぼ
で
暮
ら
す
シ
ュ

レ
ー
ゲ
ル
ア
オ
ガ
エ
ル
の
卵
で

す
。
全
長
３
～
５
㎝
で
、
よ
く

ア
マ
ガ
エ
ル
に
間
違
わ
れ
ま
す

が
、
ア
マ
ガ
エ
ル
が
耳
の
横
に

黒
い
線
が
入
る
の
に
対
し
、
本

種
は
全
身
が
き
れ
い
な
緑
色
を

し
て
い
ま
す
。

　
変
わ
っ
た
名
前
で
す
が
、
実

は
日
本
に
し
か
い
な
い
固
有
種
。

欧
州
の
動
物
学
者
ヘ
ル
マ
ン
・

シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
が
命
名
し
ま
し

た
。「
田
ん
ぼ
の
貴
公
子
」
と
も

呼
ば
れ
る
本
種
、
昼
間
目
に
す

る
機
会
は
少
な
い
で
す
が
、
雨

あ
が
り
の
夜
に
、
コ
ロ
ロ
と
甲

高
い
声
で
よ
く
鳴
い
て
い
ま
す
。

杉す
ぎ 

本も
と　

大だ
い

（
宮
崎
市
出
身
）
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Aya Town News ［まちの話題］

　神下俵踊り保存会（坂田和寛会
長）に、明治安田クオリティオブラ
イフ文化財団（東京都）から助成
金50万円が贈られました。同財
団は、民俗芸能・民俗技術の継承
に取り組む全国の団体を助成し、
伝統文化の継承を支援しています。
　神下俵踊りは約 160 年前から
伝わる豊年踊りで、同会と文化財
愛護少年団が継承しています。助
成金は、衣装の新調などに使われ
る予定です。

神下俵踊り保存会に
助成金

　5月 24日に高千穂町で開催さ
れた「第 46 回ママさんバレー
ボール宮崎県大会」で、AYA マ
マチームが優勝という素晴らしい
成績を収められました。おめでと
うございます。
　その結果、8 月 7 日 (金) から
宮城県利府町・富谷町で開催され
る「第 46回全国ママさんバレー
ボール大会」に出場することが決
まりました。全国大会でのさらな
る活躍を期待します。

ママさんバレーボール
県大会でAYAママが優勝

　平成 25年 12 月から宮原地区
の民生委員および児童委員として
尽力してこられた兒玉千歳さんが
退任されました。
　任期中は、地域住民の立場に
立ってさまざまな相談に親身に応
じ、地域の社会福祉の増進に大き
く貢献されました。ありがとうご
ざいました。
　後任には、入船康紀さんが就任
されました。どうぞよろしくお願
いします。

民生委員・児童委員が
代わりました

　県神道青年会の御田植祭は、５
月 27日に古屋地区の御神田で行
われました。白装束の神職や早乙
女姿の女性、綾中学校２年生らが、
今年の豊作を祈りながら丁寧に田
植えをしました。
　この行事は、毎年、神道と稲作
のかかわりを伝えるため県内各地
で行われており、９月下旬には稲
刈り（抜穂祭）を実施予定。収穫
した米は伊勢神宮などに奉納され
ます。

豊作を願って
御田植祭

　５月22日、宮崎市のＪＡアズ
ムホールで「平成27年度みやざ
きの食と農を考える県民会議総会」
が開催され、「食と農の絆づくりコ
ンクール」において、綾手づくり
ほんものセンターが農産物直売所
部門の最優秀賞を受賞しました。
　これは、これまでの食と農に対
する継続的な取り組みが高く評価
されたもので、会長である河野県
知事から表彰を受けました。おめ
でとうございます。

食と農の絆づくり
コンクール

最優秀賞を受賞

　５月 21日、宮崎県町村公平委
員会連合会総会が綾てるはの森の
宿で開催され、綾町公平委員会（委
員３人）の佐々木幸夫委員（中堂
地区）が、在職８年で永年勤続表
彰を受けられました。おめでとう
ございます。
　今後もますますの活躍を期待し
ます。

佐々木幸夫 公平委員
永年勤続表彰
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